
第１号議案―９ 

広島県教育委員会規則及び広島県教育委員会

訓令の一部改正について 

広島県立高等学校学則の一部改正について，次のとおり提案します。 

令和２年３月 16日 

広島県教育委員会教育長  平 川 理 恵 

１ 提案要旨 

  民法（明治 29 年法律第 89 号）の一部改正（令和２年４月１日施行）によ

り，極度額の定めのない個人根保証契約が無効となることに伴い，広島県立

高等学校学則の一部を改正する。 

２ 改正内容 

  高等学校に入学を許可された者が提出する誓約書の内容に個人根保証契約

が含まれている場合の取扱いの整理 

３ 規則案 

  別紙のとおり 

４ 施行期日 

  令和２年４月１日 



広 島 県 教 育 委 員 会 規 則 第 号

広 島 県 立 高 等 学 校 学 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 年 月 日

広 島 県 教 育 委 員 会

教 育 長 平 川 理 恵

広 島 県 立 高 等 学 校 学 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

広 島 県 立 高 等 学 校 学 則 （ 昭 和 二 十 八 年 広 島 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に

改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 入 学 手 続 及 び 入 学 許 可 ）

第 十 五 条 （ 略 ）

２ ・ ３ （ 略 ）

４ 入 学 を 許 可 さ れ た 者 が 高 等 学 校 専 攻 科 に 入

学 を 許 可 さ れ た 者 で あ る 場 合 又 は 次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 保 護 者 及 び 保 証

人 （ 保 護 者 以 外 の 成 年 の 者 で 、 原 則 と し て 広

島 県 の 区 域 内 に 住 所 を 有 し 、 か つ 、 独 立 の 生

計 を 営 む も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） が 連 署 す る 誓 約 書 （ 入 学 を 許 可 さ れ た

者 が 成 年 の 場 合 は 、 保 護 者 の 誓 約 書 。 以 下 こ

の 条 に お い て 同 じ 。 ） を 校 長 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。

一 ― 三 （ 略 ）

５ （ 略 ）

（ 入 学 手 続 及 び 入 学 許 可 ）

第 十 五 条 （ 略 ）

２ ・ ３ （ 略 ）

４ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 入 学 を 許 可 さ れ

た 者 が 高 等 学 校 専 攻 科 に 入 学 を 許 可 さ れ た 者

で あ る 場 合 又 は 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る 場 合 は 、 前 項 の 誓 約 書 に 代 え て 、 保 護 者 及

び 保 証 人 （ 保 護 者 以 外 の 成 年 の 者 で 、 原 則 と

し て 広 島 県 の 区 域 内 に 住 所 を 有 し 、 か つ 、 独

立 の 生 計 を 営 む も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お

い て 同 じ 。 ） が 連 署 す る 誓 約 書 （ 入 学 を 許 可

さ れ た 者 が 成 年 の 場 合 は 、 保 護 者 の 誓 約 書 。

以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） を 校 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。

一 ― 三 （ 略 ）

５ （ 略 ）

附 則

こ の 教 育 委 員 会 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

改

正

案

現

行

第
二
目

個
人
根
保
証
契
約

（
個
人
根
保
証
契
約
の
保
証
人
の
責
任
等
）

第
四
百
六
十
五
条
の
二

一
定
の
範
囲
に
属
す
る
不
特
定
の
債
務
を
主
た
る
債
務

と
す
る
保
証
契
約
（
以
下
「
根
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
保
証
人
が

法
人
で
な
い
も
の
（
以
下
「
個
人
根
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
の
保
証
人
は
、

主
た
る
債
務
の
元
本
、
主
た
る
債
務
に
関
す
る
利
息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
そ

の
他
そ
の
債
務
に
従
た
る

全
て

の
も
の
及
び
そ
の
保
証
債
務
に
つ
い
て
約
定

さ
れ
た
違
約
金
又
は
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
に
係
る
極
度
額
を

限
度
と
し
て
、
そ
の
履
行
を
す
る
責
任
を
負
う
。

２

個
人
根
保
証
契
約
は
、
前
項
に
規
定
す
る
極
度
額
を
定
め
な
け
れ
ば
、
そ
の

効
力
を
生
じ
な
い
。

３

第
四
百
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
個
人
根
保
証
契
約
に
お

け
る
第
一
項
に
規
定
す
る
極
度
額
の
定
め
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
目

貸
金
等
根
保
証
契
約

（
貸
金
等
根
保
証
契
約
の
保
証
人
の
責
任
等
）

第
四
百
六
十
五
条
の
二

一
定
の
範
囲
に
属
す
る
不
特
定
の
債
務
を
主
た
る
債
務

と
す
る
保
証
契
約
（
以
下
「
根
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
そ
の
債
務

の
範
囲
に
金
銭
の
貸
渡
し
又
は
手
形
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
す

る
債
務
（
以
下
「
貸
金
等
債
務
」
と
い
う
。
）
が
含
ま
れ
る
も
の
（
保
証
人
が

法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
貸
金
等
根
保
証
契
約
」
と
い
う
。
）
の
保

証
人
は
、
主
た
る
債
務
の
元
本
、
主
た
る
債
務
に
関
す
る
利
息
、
違
約
金
、
損

害
賠
償
そ
の
他
そ
の
債
務
に
従
た
る

す
べ
て

の
も
の
及
び
そ
の
保
証
債
務
に

つ
い
て
約
定
さ
れ
た
違
約
金
又
は
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
、
そ
の
全
部
に
係

る
極
度
額
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
履
行
を
す
る
責
任
を
負
う
。

２

貸
金
等
根
保
証
契
約
は
、
前
項
に
規
定
す
る
極
度
額
を
定
め
な
け
れ
ば
、
そ

の
効
力
を
生
じ
な
い
。

３

第
四
百
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
貸
金
等
根
保
証
契
約
に

お
け
る
第
一
項
に
規
定
す
る
極
度
額
の
定
め
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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改
正
後

改
正
前

様
式
第
５
号

様
式
第
５
号
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改
正
後

改
正
前

様
式
第
５
号
の
２

様
式
第
５
号
の
２
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広
島
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
表

改
正
後

改
正
前

○
広
島
県
立
高
等
学
校
学
則

○
広
島
県
立
高
等
学
校
学
則

昭
和
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

昭
和
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

（
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
）

（
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
許
可
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
宣
誓
書
、
保
護
者

の
誓
約
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
等
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
許
可
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
宣
誓
書
、
保
護
者

の
誓
約
書
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
等
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
高
等
学
校
専
攻
科
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
で
あ
る
場
合

又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
護
者
及
び
保
証
人
（
保
護
者
以

外
の
成
年
の
者
で
、
原
則
と
し
て
広
島
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
独
立
の

生
計
を
営
む
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
連
署
す
る
誓
約
書
（
入

学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
の
誓
約
書
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
高
等
学
校
専
攻
科
に
入
学

を
許
可
さ
れ
た
者
で
あ
る
場
合
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
前

項
の
誓
約
書
に
代
え
て
、
保
護
者
及
び
保
証
人
（
保
護
者
以
外
の
成
年
の
者
で
、
原
則

と
し
て
広
島
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
独
立
の
生
計
を
営
む
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
連
署
す
る
誓
約
書
（
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
成

年
の
場
合
は
、
保
護
者
の
誓
約
書
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
校
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒

一

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒

二

高
等
学
校
に
在
学
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年
（
定
時
制
の
課
程
は
四
年
）
を
超

え
る
生
徒
（
留
学
若
し
く
は
休
学
又
は
病
気
療
養
に
よ
る
欠
席
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
事
由
と
し
て
教
育
長
が
別
に
定
め
る
事
由
に
よ
り
三
年
（
定
時
制
の
課
程
は
四

年
）
を
超
え
る
生
徒
を
除
く
。
）

二

高
等
学
校
に
在
学
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年
（
定
時
制
の
課
程
は
四
年
）
を
超

え
る
生
徒
（
留
学
若
し
く
は
休
学
又
は
病
気
療
養
に
よ
る
欠
席
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
事
由
と
し
て
教
育
長
が
別
に
定
め
る
事
由
に
よ
り
三
年
（
定
時
制
の
課
程
は
四

年
）
を
超
え
る
生
徒
を
除
く
。
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
生
徒

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
生
徒

５

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
（
前
項
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
保
護
者
及
び
保
証

人
が
連
署
す
る
誓
約
書
を
校
長
を
経
由
し
て
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
（
前
項
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
保
護
者
及
び
保
証

人
が
連
署
す
る
誓
約
書
を
校
長
を
経
由
し
て
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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